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学研究科・薬学部臨床研究倫理審査委員会の承認を得た。アンケートの URL を LINE やチラシで知ら
せ、回答を依頼した。アンケートの解析には Microsoft Excel を使用した。 
様式６ 
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3. 結果 
3-1. アンケートの回収状況及び回答者特性 





表 1 回答者特性 
特性 人数 (%)  特性 人数 (%) 
性別   学年  
男性 60 (50.4) 1-3 回生 84 (70.6) 
女性 56 (47.1) 4-6 回生*2 35 (29.4) 
回答しない 3 (2.5)  専攻  
   人文系 10 (8.4) 
年齢*1、歳 21 [19 – 26]  理工系 29 (24.4) 
   医歯薬系 80 (67.2) 




日（テスト前など）に飲む習慣がある」（43 人, 35.3%）、「過去に数回」（44 人, 37.0%）、および「全く
飲んだ事がない」（29 人, 24.4%）であった（図 1）。使用理由は「眠気覚まし」が最多であった（図 2）。
 
図 1 エナジードリンクの使用経験          図 2 エナジードリンクの使用理由 
 
「全く飲んだ事がない」と答えた 29 人を除く、90 人のエナジードリンクの使用頻度は、月 1 缶未
満が最も多く、63 人（70.0%）であった。もっとも頻度が高い人は、「毎日 1 缶」であった（図 3）。
 
図 3 エナジードリンクの使用頻度 
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エナジードリンクを使用した際に、何らか不快感や体調不良等の症状の経験の有無について、84 人
から回答があった（図 4）。「不快感や体調不良を感じたことはない」と他の選択肢を同時に選んでい
た 1 例を除き、83 人、のべ 96 件を有効回答とした。「不快感や体調不良を感じたことはない」と回答
したのは 59 人であった。一方、何らかの不快感や体調不良については 24 人からのべ 37 件の回答が













図 4 エナジードリンクを使用した際の、 
不快感や体調不良等の症状の経験の有無 
 
表 3 エナジードリンクの使用経験別の体調不良を感じたことのある人の割合 
エナジードリンクの使用経験 体調不良を感じたことのある人の割合 










（39.5%）が最多であり、「全く使用しない」は 28.6%であった（図 5）。 
 
図 5 一般用医薬品、栄養ドリンク剤の使用頻度 
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（歯学部附属病院）長島 正先生、浦川 龍太先生、（情報科学研究科）増澤 利光先生 
（薬学研究科）上島 悦子先生、上田 幹子先生、高木 達也先生 （順不同） 
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